
【第三回市議会定例会提案理由説明】　　　　　　　（Ｈ１７．９．１３）
　本日、ここに、平成十七年第三回市議会定例会が開会されるにあたり、最近の市政の状況と提案いたしました諸議案につきまして、その大要をご説明申し上げます。
　はじめに、先般、本市職員が、傷害事件で逮捕されましたことは、本市に対する市民の信頼を著しく失墜させた行為であり、市政を預かるものとして極めて残念であります。

　ここに、被害を受けられた方をはじめ、ご家族に対しまして、深くお詫びを申し上げますとともに市民の皆様に対し、誠に申し訳なく思う次第であります。
　今後は、二度とこのような不祥事が発生することのないよう、改めて職員一人ひとりに公務員としての自覚と責任を徹底させるため、一層の指導と研修の強化を図り、万全を期す所存であります。
さて、白山市が誕生し、早や七ヶ月が経過いたしました。先の議会でも申し上げましたとおり、就任以来、白山市として新たに発足する各種団体等の会合や新市誕生に伴う各種会議に出席するとともに、それぞれの地域の実情と歴史・文化について、直接、目や肌で感じることが極めて大事であるとの思いより、時間の許す限り各地域に足を運んで参ってきたところであります。また、「こんにちは市長です」を、白峰を始めに、尾口、鳥越の各地域で開催しており、住民の方々と身近なところで直接対話できる貴重な機会をいただいております。今、改めて合併を実現させた責任者として、住民の一体感の醸成に努めるとともに、合併したメリットを最大限に活かす各種施策の推進に全力を傾注していく所存であります。
この夏を振り返りますと、今年も市内各地域で、歴史・文化の伝承と地域の振興、活性化を図るため、夏祭り等が盛大に開催され、多くの市民や観光客で賑わったところであります。このような中、「千代女あさがおまつり」には、松任地域以外からも多数の作品が寄せられ、色とりどりの鮮やかに花開いた約七千鉢のあさがおが、訪れた方々の目を楽しませてくれました。これからも、様々な地域イベントなどに多くの市民が参加し、活発な交流が図られることを強く念願するものであります。

また、獅子吼高原や手取峡谷、小舞子・徳光海水浴場などでは、それぞれの特色を活かしたイベントが開催されるなど、各地で豊かで美しい自然と親しむ多くの方々で賑わったところであります。特に、今年は白山市誕生ということで、霊峰白山の夏山には、一般登山客に加え、市民グループも多く見られ、七月には、南竜ケ馬場で手作りの凧揚げにより、新市誕生を祝った地区もありました。私も数十年ぶりに、白山の室堂視察の機会を得ましたが、その際あらためて霊峰白山の荘厳さを実感したところであり、たくさんの登山者も雄大な自然を満喫し感動を味わったことと思います。
さて、我が国の経済についてでありますが、政府・日銀は、八月に入り、景気が足踏みを続ける「踊り場」状態から脱却したとの認識を示しました。また、八月の月例経済報告では、「景気は、企業部門と家計部門がともに改善し、穏やかに回復している。」との基調判断を発表し、七月の「弱さを脱する動きがみられる」との表現を前進させたものとなっております。なお、原油価格の動向が内外経済に与える影響については、九月に入っても、原油価格の騰勢が収まらず、大変心配しているところでありますが、今後、日本経済、市民生活に大きな影響が出ないよう、できるだけ早い時期に、従来の価格に安定するよう関係機関の努力をお願いするものであります。
このような状況のもと、八月には、国の平成十八年度予算の概算要求基準が示され、公共投資関係経費や裁量的経費については、前年度より三％削減する一方、重点課題に優先的に配分するため、一千億円の重点化促進加算枠を新設したのが特徴となっており、社会保障関係費などの増加を除き、実質的に前年度以下とする抑制型としたため、前年度要求基準から約六千億円抑制された四十七兆五千四百億円となる見込みとなっております。
　また、真の地方分権を進めるための三位一体改革については、政府の「骨太の方針二〇〇五」において、平成十八年度までに確実に実現するため、引き続き真摯に取り組んでいく姿勢が明らかにされたところであります。しかしながら、昨年先送りされた六千億円を含め、三兆円規模の税源移譲と地方交付税による財政措置が確実に実施されるとともに、地方分権のさらなる推進のため、平成十九年度以降も「第二期改革」として着手することなどについて、引き続き、全国の自治体とともに国に対し強く求めてきたいと考えております。
　
次に、教育についてであります。
夏休みも終わり、日焼けした児童・生徒の元気な歓声とともに市内小中学校では授業が始まり、スポーツや読書の秋に相応しい勉強や運動に最適な季節となりました。私は、全ての子どもたちが、健全な心身を育み、有意義な学校生活を送り、郷土を背負ってほしいと願っており、そのために心豊かで思いやりをもった子どもたちが育つことができる学校・まちづくりを積極的に進めて参りたいと考えております。

このような中、白山市学校統合検討委員会により、吉野谷、尾口の両小学校及び吉野谷、尾口、白峰の各中学校の統廃合、及び市内小中学校の改築計画について、四月から九月にかけ六回にわたる慎重かつ精力的な協議が重ねられております。
今後答申を受けて、統合や改築を行う際には、保護者や地域住民の理解を得ながら進めることとしており、地域の関係者で構成されます白山市統合小中学校建設検討委員会の中で、機能面、環境面など具体的な内容について十分調査検討されることとなります。私は、これまで申し上げているとおり、子どもたちが安心して勉強、スポーツに励み、そして感性を磨くことができる学校であることはもちろんのこと、子供たちが、是非この学校で学びたいと思うような地域の特性を活かした魅力ある施設とするため、地域の意見が反映された学校として整備を進めていきたいと考えております。
さて、昨年八月より工事を進めて参りました、「市民工房うるわし」が来る二十五日にオープンする運びとなりました、

この施設は、市民がそれぞれの豊かな個性と感性を活かしながら、創作活動を楽しむことができ、また、気軽に展示・鑑賞に利用できる交流の場として整備を進めてきたものであり、　

開館記念として、市内作家の作品だけでなく、市内全域から作品を募って展示する公募美術展が開催されることとなっております。また、白山市ゆかりの作家の作品が常設展示されるとともに、芸術・文化に親しんでもらえるイベントも企画されるなど、来館者には、何度も足を運んで頂ける魅力ある施設となるよう取り組んでいく所存であります。なお、世代間を問わず多くの市民の方に、感性を磨く空間として、また、交流や癒しの場として大いに活用していただくため、開館時間を夜十一時までとしております。
次に、「安心して生活できる環境の整備」についてであります。
全市的な情報通信網の整備については、緊急かつ重要な課題であり、特に、白山麓における情報通信基盤整備は、採算性の問題から民間による整備が見込めず、情報格差是正に向けての環境整備が求められていたところであります。今回の補正予算で、白山麓の通信基盤整備工事実施設計費を計上したところであり、現在、平成十八年度末の完成に向けて、工事費の確保を、国に強く要望しているところであります。この情報通信網が整備されることにより、行政情報や防災、教育、産業など様々な分野で活用することができ、安心して健やかに暮らせるまちづくりに大きく役立つものと考えております。

今月一日は防災の日であります。広大な行政区域の中に山岳や河川、海を抱える本市では、この夏、相次いで事故が発生しましたが、白山石川広域消防本部の迅速な対応と地元消防団との連携により、救助活動が適切に行われたところであります。
このような中、先月、さいたま市で開催されました全国消防救助技術訓練大会へ、県代表として白山石川広域消防本部から、これまでの最多となる七名の隊員が出場し、水上の部における個人優勝を始め、優秀な成績を納めたことは大変喜ばしい限りであり、隊員にはさらに技術を磨き、救助活動に役立てていくことを大いに期待するものであります。
今後とも、災害に対する備えを充実強化するとともに、災害時に迅速かつ適切な防災活動が展開されるよう、市民の防災意識の高揚と危機管理体制の整備など防災安全の向上に一層努めて参りたいと考えております。
次に、観光についてであります。
本市の恵まれた観光資源など、地域性を活かした一体性のある観光交流都市の実現を図るため、七月に観光戦略会議が設置され、観光マスタープラン基本計画の策定を平成十八年度末完成に向けて取りかかることとしました。また、小委員会のスキー場対策検討委員会では、市営スキー場の運営方法の検討や経営改善策などを平成十九年度末までに取りまとめることとしておりますが、その間においても委員会の審議経過を踏まえ、経営改善に努めて参りたいと考えております。
また、旧八市町村の観光協会、観光物産協会等の会員で組織された白山市観光物産協会が七月に設立され、「白山」をシンボルとする本市の観光資源の発信と観光客の誘致について、行政と協調のうえ、進めていくことを確認したところであります。
このような中、市内酒造五社が、「白山菊酒呼称統制機構」を八月に発足させ、霊峰白山の水ではぐくまれた日本酒のブランド化を目指しており、近々、国税庁が定める日本酒の産地表示第一号として「白山菊酒」が認定を受ける見通しとなりました。これからも「白山」の名の付いた地域ブランドが数多く生まれることは、本市のＰＲだけでなく、地元産業の活性化に繋がるとともに、観光の目玉となることを大いに期待するものであります。
次に、企業誘致についてであります。

昨日、印刷業務の「株式会社ショセキ」と「株式会社北國新聞社」及び「財団法人北國新聞文化センター」が、美川インターパークへの進出意向を表明しました。また、松任フロンティアパークでは先月末、プラスチック製品製造加工の「株式会社プラスト」が操業を開始したのを始め、この秋には、「株式会社トスマク・アイ」が工場建設に着手し、施設が稼働する来春には三社が操業する予定となっております。　

また、その他市内工業団地などにおいても、工場の増設が行われていることから、引き続き、積極的に企業誘致を進め、地域産業の活性化と雇用の創出を図って参りたいと考えており、併せて本市企業の業績がさらに伸びていくことを期待するものであります。
　次に北陸新幹線についてであります。

　日本海国土軸の形成と東海道新幹線の代替補完ルートとして重要な役割を担う北陸新幹線の起工式が、六月四日に行われ、その後六月末から七月上旬にかけて鉄道・運輸機構より市内関係地区に対し説明会が開催されたところであります。この度、本線部分を含め幅三十メートルで、計画ルートの中心線測量が実施されることになりますが、本市区間については、十月初旬から概ね一ヶ月の予定となっております。今回の測量は、今後の用地確定の基礎となる重要な作業でありますので、沿線住民の皆様にはご理解をいただき、ご協力をお願いするものであります。

それでは、提案いたしました諸議案について、ご説明申し上げます。
　提出案件は、決算認定七十六件、補正予算案七件、条例案十件、事件処分案四件、専決処分の承認一件、報告案件四件の計百二件となっております。
はじめに、議案第百十三号から議案第百八十八号までの、平成十六年度の一般会計をはじめとする各会計の決算の認定についてであります。
　これら七十六件の認定につきましては、合併前の一市二町五村における本年一月三十一日までの平成十六年度各会計の決算六十二件、及び白山市における本年二月一日から三月三十一日までの平成十六年度各会計の決算十四件を合わせた件数であり、関係法令の規定により、議会の認定を受けるものであります。

その概要についてでありますが、
実質的には旧八市町村分は打ち切り決算で、白山市の二ヶ月の決算で精査された結果、一般会計では、歳入歳出の差引である形式収支が、二十二億五千九百八十九万六千円となり、このうち繰越明許費として平成十七年度へ繰り越した財源二億二千六十万円を差し引いた実質収支で、二十億三千九百二十九万六千円を平成十七年度へ繰り越すこととなりました。
また、国民健康保険など十一の特別会計及び二つの水道事業会計につきましては、それぞれの事業目的に沿った適切な執行に努めた結果、観光事業特別会計を除き概ね堅実な決算を結ぶことができました。　

これも、ひとえに、議員各位をはじめ市民の皆様のご理解、ご協力の賜と深く感謝申し上げる次第であります。今後も、新市がスタートした中で、市民生活を最優先にした施策に重点を置き、事業の必要性や緊急性等を考慮し、さまざまな行政需要に適切に対応するとともに健全な財政運営に努めて参る所存であります。

　なお、今回は、合併により旧八市町村の六十二会計と白山市の十四会計の数多くの決算認定をお願いすることとなりますが、合併という特殊事情を勘案いただき、何卒ご理解のうえ、円滑な審査が進められますようご協力をお願い申し上げます。

次に、議案第百八十九号から議案第百九十五号までの平成十七年度補正予算についてであります。

　まず、一般会計につきましては、総額二十一億五千百二十七万円の増額補正となっております。その主なものとして、
総務費では、白山麓地域に光ファイバー網を整備するための白山麓地区情報通信基盤整備事業の実施設計費、男女共同参画策定事業費、及び平成十六年度決算剰余金の二分の一を財政調整基金に積立するなど、十一億千二百二十万六千円を計上するものであります。

民生費では、精神障害者小規模通所授産施設整備事業費、蕪城保育所増築費、及び市立保育所の整備計画策定のための調査費など、四億九千百七十万五千円を計上するものであります。
  衛生費では、市が所有または管理する施設のアスベストの使用状況調査及び分析調査費、住宅用太陽光発電システム設置事業費補助金など、二千二百七万四千円を計上するものであります。
農林水産業費では、林道施設災害復旧工事の単独分として、下田原線の外、九路線の工事費や測量設計費、及び補助内示の増額に伴う林道市原線開設工事費など、二千五百八十二万円を計上するものであります。

商工費では、ＩＳＯ認証取得支援事業費補助金やスキー場に山菜を栽培し観光菜園として取り組むための調査費など、八百五十三万円を計上するものであります。
土木費では、市道五歩市成線の用地・物件移転補償費や、補助内示の増額に伴う美川まちづくり総合支援事業費、及び松任海浜公園浜相川入口の取付道路改修工事費など、二億九千八百五万三千円を計上するものであります。  

なお、倉部川改修事業については、三ヶ年事業となるため、債務負担行為限度額として、千百七十一万二千円を措置するものであります。

消防費では、消火栓設置負担金など、百五十六万千円を計上するものであります。

教育費では、中学校の文化・体育活動における、北信越・全国大会などへの出場費補助金、鳥越中学校プール建設工事費、松任総合運動公園陸上競技場スタンド棟の床防水改修工事費、及び北辰中学校夜間照明施設の改修費など、一億六千三百四十九万三千円を計上するものであります。
なお、千代女の里俳句館建設事業については、展示事業が二ヶ年となるため、債務負担行為限度額として、一億二千三百万円を措置するものであります。

災害復旧費では、吉野谷、鳥越、尾口、白峰地域において発生した大雨等による道路等の被害に対する復旧費として、二千七百八十二万八千円を計上するものであります。

その財源として、国・県支出金、繰越金、諸収入、市債などを充て、収支の均衡を図った結果、一般会計予算総額は 五百十八億八千七百九十五万二千円となったものであります。
 　
また、特別会計につきましては、その主なものといたしまして、介護保険特別会計では介護保険制度改正に伴うシステム変更費や施設サービス給付費の減など、簡易水道事業特別会計では、尾口、白峰地域の簡易水道施設の改修費など、下水道事業特別会計では集落排水事業平木地区の処理場適正化事業が次年度対応となったことによる事業費の減となっており、国民健康保険特別会計、老人保健特別会計及び温泉事業特別会計の六の会計で、総額三百七十四万八千円を増額補正するものであります。

　次に、議案第百九十六号から議案第二百五号までの条例案について、ご説明を申し上げます。
　まず、議案第百九十六号の白山市手数料条例の一部を改正する条例につきましては、優良住宅新築認定手数料に係る認定事務の規定中、租税特別措置法の改正に伴い根拠条項に移動が生じたため、引用条項を改正するものであります。
　次に、議案第百九十七号の白山市松任安楽庵条例の一部を改正する条例から、議案第二百五号の白山市吉野工芸の里条例の一部を改正する条例の九件の条例案につきましては、それぞれ指定管理者制度の導入に伴い、所要の改正をするものであり、市直営から指定管理者、使用料から利用料金に変更するものであります。なお、白山体育施設条例、白山市観光施設条例の一部施設と白山市吉野工芸の里条例の施設については、直営とするため、委託から市直営に変更するものであります。
次に、議案第二百六号から議案第二百九号までの事件処分案について、ご説明を申し上げます。
　議案第二百六号の白山市土地開発公社定款の変更につきましては、合併協議における合意並びに政令及び国の定める経理基準要綱の改正に基づき、出資金を六百万円から一千万円とすることなどに伴う定款変更について議会の議決を求めるものであります。
　議案第二百七号の松任駅周辺文化交流館（千代女の里俳句館）建設工事の建築工事請負契約及び、議案第二百八号の白山市松任中央浄化センターの建設工事委託に関する基本協定については、地方自治法の規定により、それぞれ契約の締結について議会の議決を求めるものであります。
　議案第二百九号の白山市辺地に係る総合整備計画の策定につきましては、辺地地域に係る公共的施設の総合的な整備計画を策定するため、辺地法の規定により、議会の議決を求めるものであります。
次に、議案第二百十号の平成十七年度一般会計補正予算に係る専決処分の承認についてでありますが、一昨日投票が行われました衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査に係る経費として、五千百三十三万円の増額補正を行ったものであります。

　次に、報告第九号から報告第十二号までの報告案件につきましては、

財団法人白山市地域振興公社、財団法人白山市体育施設管理公社、株式会社セイモア内尾及び株式会社ツウワン白峰のそれぞれの経営状況につきまして、地方自治法の定めにより、議会へ報告するものであります。
以上をもちまして、今期定例会に提出いたしました議案の説明を終わりますが、何卒慎重にご審議の上、適切なるご決議を賜りますようお願いいたします。
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